
　11月7・8日に「第5回全国ご当地うどんサミット」がみなとオアシスがま
ごおりで開催されました。８日は雨天にもかからわらず多くの方にご来場い
ただき、2日間あわせて4万1千人もの来場者で賑わいをみせ、グランプリに
は「北海道  純雪うどん（北海道札幌）」が見事第5回グランプリに輝きました。

蒲郡商工会議所
講読無料　毎月1日発行予定
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　本所創立 70 周年に向け、平成 28 年 6 月 23
日には記念式典、また同年 7 月にはトヨタ自
動車㈱内山田会長の記念講演会を行う。その
他重要事業として、東三河地域研究センター
に依頼し、蒲郡の今までの産業構造の変化を
数字で示してもらうようお願いしている。蒲
郡の産業の課題と問題点を明確にし、それに基づき本所がこ
れから何をするべきかを検討していきたいと思う。

平成 27 年 10 月 23 日第 325 回常議員会より

 もう一度 basic
〜会頭 Message 〜

蒲郡商工会議所
会頭  小池高弘

第
325
回
常
議
員
会
開
催

　
職
員
表
彰
の
選
考
に
関
す
る
事
項
等
が
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ま
し
た

会報 休刊＆発行日変更のお知らせ

新年交礼会開催のご案内
恒例の本所平成28年新年交礼会を、下記のとおり開催しま
すので、ご出席くださいますようご案内申し上げます。

　日時：平成28年1月7日（木）  12時より
　場所：本所　コンベンションホール
　会費：1名様　2,500円（当日ご持参ください）

ご出席いただける場合は、ご一報頂ければ、正式なご案内
を送付いたします。

平成28年１月初旬に発行されるThe Chamber News－が
まごおり－新年号で、紙上名刺交換を行います。掲載を希
望される方は、蒲郡商工会議所広報担当までご連絡下さい。

　1マスの大きさ：縦4.5cm、横3.0cm
　掲載料：１マスにつき2,000円
　締　切：11月26日(木)

本所会報「The Chamber News」を、お読み下さ
りありがとうございます。
昨年同様、来月号（平成27年12月号）は休刊とさ
せていただき、１月号は発行日を1月15日より１
月初旬に変更して、新年号として発行致します。

■お問合せ　蒲郡商工会議所　℡：0533-68-7171

■お問合せ　蒲郡商工会議所 広報担当　℡：0533-68-7171

平成28年新年号
紙上名刺交換のご案内
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　10月3日（土）より始まった「みかわdeオンパク」も半分の期間が経過し、残すところ約１カ
月半となりました。まだまだ多くのプログラムが開催されますので、ぜひご参加ください。
今回は注目プログラムとして爽快クルーザー「蒲郡ぐるりん船」を紹介します。

【開催日】11/29（日）　【場所】ラグーナテンボス　【参加費】大人・小人 1,000 円
【時間】① 9:00 ～　 ② 10:00 ～　③ 11:00 ～　※ 所要時間は約 50 分
　　　 ④ 13:00 ～　⑤ 14:00 ～　⑥ 15:00 ～　※ 詳細はＨＰかパンフレットをご確認ください。
■お問合せ ｢ みかわ de オンパク ｣ プログラム事務局（蒲郡市観光協会）℡ 0533-68-2526

12/27（日）ま
で

　　　開催
中!!

※画像（船）はイメージです

三河観光ＧＯＮ　観光情報コーナー

「忠臣蔵は史実ではない」、「仇役の吉良上野介は名君だっ
た」など物語と歴史的事実の違いを全国に発信します。
日時：12/13（日）　13 時～ 16 時 30 分
会場：西尾市文化会館（西尾市下町泡原 30）
定員：1,200 人　入場無料　抹茶サービス　抽選でプレゼント
内容：
●吉良町内小学校児童による「吉良さん学習発表」
●「おさらい“忠臣蔵”～ 30 分でわかる元禄赤穂事件～」
●鼎談「元禄赤穂事件を問い直す」
　徳川宗家 18 代当主　徳川恒孝氏
　上杉家 17 代当主　上杉邦憲氏
　西尾市長　榊原康正氏など出演
●パネルディスカッション　パネリストは
　元禄赤穂事件ゆかりの自治体首長
主　催：西尾市
後援：吉良・米沢親善交流会
■お問合せ：西尾市役所　秘書課　
℡ 0563-65-2171　Mail: hisho@city.nishio.lg.jp

岡崎で誕生した郷土の英雄、徳川家康公の誕生日をお
祝いする《家康公生誕祭》！提灯行列や武将隊サミット、
岡崎城ライトアップ、音楽イベントなど楽しいイベント
盛りだくさん。ぜひお越しください。
◆開催日程　12/23（水祝）～ 26（土）4 日間
◆開催場所　岡崎公園一帯
　《提灯行列＋泰平の祈りプロジェクト
　　（川面を照らす光の祭典）見学》
　12/26（土）17:00 ～ 19:00 予定
◆募集定員　5,000 人
◆参加費　無料
　※ 提灯ご購入の方は 1,200 円
　　 参加記念品あり
■お申込み・お問合せ
　家康公生誕祭実行委員会
　（岡崎活性化本部内）
℡ 0564-57-0200   0564-57-0207
http://ieyasuseitan.jp/

家康公生誕祭「提灯行列＋泰平の祈り
プロジェクト見学」参加者募集！

第2回「吉良サミット」開催

理事長 竹 田 知 史
蒲 郡 市 神 明 町 4 番 25 号
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催
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予
算
要
望
を
実
施

個人で事業を行っている方の
帳簿の記載・記録の保存について

税務署か
らの

お知らせ

　平成26年1月から、事業所得、不動産所得又は山林所得を生ず
べき業務を行う全ての方は、記帳と帳簿書類の保存が必要です。
　なお、この記帳・帳簿書類の保存制度につきましては、所得税
及び復興所得税の申告が必要でない方も対象となります。
　詳しくは下記ホームページまたは、最寄りの税務へお問合せ下さい。

　■お問合せ　豊橋税務署　TEL:0532-52-6201
　　http://www.nta.go.jp

株式会社 アクティー
交通ルールを守りましょう

http://www.acty-info.com
E-mail：info@acty-info.com

－Agreement Creation Trust  調和と創造と信頼－

■本社  豊橋市東光町7番地の1

☎0532-65-8080
■蒲郡オフィス  蒲郡市宝町9番2号セントラルビル2F

☎0533-69-2228

総合人材
ビジネス

人材の流動化とアウトソーシングは
総合人材ビジネスのアクティーから

・人材派遣  ・紹介予定派遣 
・職業紹介（正社員）・各種生産工程請負受託
・労務管理/コンサルティング ・介護デイサービス

♦人事システムの効率化
♦企業の合理化をお手伝い

お客様に安心と安全を提供します。
弁理士（特定侵害訴訟代理業務可能）
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　10 月の全産業合計の業況ＤＩは、▲ 17.5 と、前月から▲ 0.2 ポ
イントのほぼ横ばい。秋の行楽シーズンと中国の大型連休に伴い
好調だった観光関連や住宅投資の持ち直しなどが下支えするほか、
一部では、ガソリンや原材料などの価格下落の恩恵を指摘する声
も伺える。他方、人手不足や人件費の上昇、価格転嫁の遅れなど
が足かせとなり、業績改善のテンポがばらつく中、中国経済の減
速や消費者のマインドの鈍さを受けて、中小企業の景況感は足踏
み状況にある。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲ 16.0（今月比＋ 1.5
ポイント）と改善するものの、「悪化」から「不変」への変化が主
因であり、実体はほぼ横ばいの見込み。観光需要や住宅投資の拡
大のほか、設備投資、公共工事の持ち直し、冬の賞与増などへの
期待感はあるものの、中国経済減速の影響や消費低迷の長期化を
懸念する声も聞かれる。先行きの不透明感が増す中、人手不足や
人件費の上昇、価格転嫁の遅れなどの課題を抱える中小企業では、
景気回復や自社の業績改善への確信が持てず、慎重な見方が続く。

（日本商工会議所調査）

☆大型案件は乏しいが、リフォームを中心に住宅関連の受注が増
　加（建築工事業） 
☆社屋や工場、店舗の新増築など、投資関連の引き合いが出始め
　ている（一般工事業）
★燃料価格下落の恩恵はあるものの、人件費の負担増が続く。また、
　受注の見通しも分からないため、先行きが不安（土木工事業） 

☆行楽シーズンを迎え、生産水準を引き上げている。販売部門は、キャ
　ンペーンによる販促が奏功し、売上が好調（食料品製造・販売業） 
☆取引先が海外から国内での調達にシフト。受注が伸びていることか
　ら、新規設備投資を行う予定（陶磁器製造業） 
☆中国の景気減速の影響が心配だが、今のところ、国内向けを中心に
　前年度並みの受注を確保できている（産業用機械部品製造業）

★９月の天候不順の影響から、葉物野菜をはじめ青果物の仕入価
　格が高止まりし、採算は厳しい（農産物卸売業）
★年末商戦向けの受注増が予想されるため、パートの採用募集を
　しているが、予定の半数しか確保できていない（食料品卸売業） 
★受注が伸び悩んでいるため、新商品の投入や営業職などの人材
　育成を検討している（工業用ゴム製品等卸売業）

☆インバウンドの好調が続くほか、天候に恵まれ、地元客の来店
　も増加。婦人服などの秋冬物の衣料品や高額品の売れ行きが良
　かった（百貨店） 
☆隣県に新規出店を計画しているが、従業員確保が課題。シニア
　や女性の活用を進める予定（食料品・日用品スーパー） 
★来街者は徐々に増えているものの、不要な支出を控える消費者
　が多いため、小売店は苦戦している（商店街）  
  

★売上は伸びているが、生鮮含め食料品の仕入価格が高止まり。
　販売価格への転嫁が進んでおらず、楽観できない（飲食店） 
☆晴天が続いたことから、観光客が増加。県が発行した旅行券の
　効果もあり、年明け以降も売上増が期待できる（旅館業） 
★整備士が不足しているため、受注を抑制せざるを得ない
　（自動車整備業）  

建 設 業 （業況ＤI値）

製 造 業 （業況ＤI値） サービス業 （業況ＤI値）

小 売 業 （業況ＤI値）

卸 売 業 （業況ＤI値）

   加入申込み・お問合せは・・・
【 蒲 郡 商 工 会 議 所 】　TEL:0533-68-7171

経営者のための
退職金積立制度 小規模企業共済制度小規模企業共済制度

掛金は全額所得控除になるため
節税のメリットもあります
※加入資格は、従業員が20人以下（商業・
サービス業では5人以下）の個人事業主・
共同経営者及び会社役員

   加入申込み・お問合せは・・・
【 蒲 郡 商 工 会 議 所 】　TEL:0533-68-7171

取引先の突然の倒産時に
あなたを守る共済制度 経営セーフティ共済経営セーフティ共済

取引先が倒産時に、掛金総額の 10倍の範囲内で
無担保・無保証人で貸付けを受けられます

掛金は損金または必要経費に算入できるため
節税のメリットもあります
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言
葉
の
力

武
田  

双
雲 

／

　
　
　
　
　
た
け
だ
・
そ
う
う
ん

　

１
９
７
５
年

熊
本
生
ま
れ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ「
天
地
人
」

の
題
字
な
ど
を

揮
毫
。
日
テ
レ

「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」な
ど
多

数
の
メ
デ
ィ
ア

出
演
。
著
書
に

『
上
機
嫌
の
す
す

め
』な
ど
が
あ
る
。

 

「
地
域
活
性
化

Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定
の
落
と
し
穴
」

　

人
口
減
少
時
代
の
到
来
に
向
け
て

全
国
各
地
で
、
行
政
、
民
間
を
問
わ

ず
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
性
化
策
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
や
り
方
は
概
ね
、

あ
る
将
来
の
時
点
ま
で
に
い
く
つ
も

の
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
＝
重
要
業
績
評
価

指
標
）
を
決
め
て
取
り
組
む
と
い
う

も
の
で
す
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
掲
げ
ら
れ
る
数
値
目
標

は
、
地
域
の
事
情
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
例
え
ば
、
人
口
対
策
な

ら
婚
姻
数
や
出
生
数
、
Ｉ
Ｕ
Ｊ
タ
ー

ン
の
人
数
、
地
域
の
年
齢
構
成
比
率

な
ど
。
産
業
振
興
な
ら
ば
、
特
産
品

の
生
産
額
や
入
り
込
み
観
光
客
数
な

ど
が
典
型
で
す
。

　

こ
う
し
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
努

力
す
る
と
い
う
や
り
方
に
は
、
良
い

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
悪
い
と
こ
ろ
も
あ

る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
Ｋ

Ｐ
Ｉ
に
設
定
さ
れ
る
指
標
は
、
人
間

で
言
え
ば
身
長
や
体
重
、
血
圧
な
ど

に
相
当
す
る
と
言
え
そ
う
で
す
。
現

在
の
健
康
状
態
を
知
る
の
に
役
立
ち

ま
す
。

　

私
が
懸
念
す
る
の
は
、
地
域
が
元

気
（
活
性
化
し
て
い
る
）
で
あ
る
と

い
う
の
は
、
持
続
し
て
い
る
状
態
を

表
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
施
策
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
数
字
が
必
ず
し
も

そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
期
間

の
終
わ
り
に
数
字
が
ど
う
だ
っ
た
か

よ
り
も
、
そ
の
過
程
で
元
気
に
過
ご

せ
た
か
が
本
来
の
目
的
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

最
終
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
よ
り
も
、

途
中
の
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
ほ
う
が
重

要
で
あ
り
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
定
め
る
な
ら
、

こ
の
部
分
に
着
目
す
べ
き
だ
と
思
う

の
で
す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
重
視
す

る
と
、
期
間
の
終
わ
り
に
帳
尻
合
わ

せ
で
無
理
矢
理
成
果
を
上
積
み
し
た

り
、
経
費
が
多
く
掛
か
っ
た
り
と
い

っ
た
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
時
的
な
成
果
を
目
的
と
す
る
と
、

地
域
の
森
林
資
源
や
水
産
資
源
な
ど

が
枯
渇
し
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
元
も
子
も
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
活
性
化
は
あ
く
ま
で

も
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

基
づ
い
て
、
長
期
的
に
組
み
立
て
ら

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
行
政
主
導
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定

で
気
に
な
る
こ
と
に
、
事
業
構
造
の

甘
さ
も
あ
り
ま
す
。
普
通
の
ビ
ジ
ネ

ス
感
覚
で
あ
れ
ば
、
あ
る
事
業
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
原
材
料
や
設

備
投
資
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
、

販
売
管
理
費
な
ど
の
原
価
計
算
を
詳

細
に
実
行
し
ま
す
。
逆
に
い
え
ば
こ

う
し
た
原
価
計
算
な
し
で
は
事
業
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
定
め
た
多
く
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
に
は
事
業
効
率
の
良
い

も
の
も
あ
れ
ば
悪
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
も
そ
も
投
入
す
る
リ
ソ
ー
ス

（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
に
対
し
て
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
の
関
係
が
不
明
確
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
婚
活
イ
ベ
ン
ト
件

数
と
人
口
増
加
で
す
。
と
い
う
の
も

２
つ
の
指
標
の
間
に
変
動
要
因
が
多

い
た
め
で
す
。

　

も
う
一
つ
問
題
だ
と
思
う
の
は
、

全
国
各
地
で
同
じ
よ
う
な
指
標
を
Ｋ

Ｐ
Ｉ
に
定
め
る
と
ど
う
し
て
も
比
較

や
競
争
が
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
補
助

金
事
業
の
効
果
測
定
な
ど
の
名
目
で

地
域
間
競
争
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
一
体
何
を
目

的
に
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
地

域
間
競
争
で
存
在
感
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
地
域
ご
と
に
独
自
の
個
性

的
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を

達
成
す
る
た
め
に
地
域
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。日

経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

 

上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

「
意
味
」

生
き
て
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

よ
り

何
気
な
い
日
常
に
意
味
を
作
り
出
し
て
い
く

楽
し
さ
を
味
わ
お
う
。

　
　
　

 　

  　

 　
　
　

書
道
家　

武
田　

双
雲
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「
問
わ
れ
る
少
子
化
対
策
の
本
気
度

-

新
三
本
の
矢
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト-

」

　

安
倍
政
権
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
第

二
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い
る
と
し
て
、

新
三
本
の
矢
を
打
ち
出
し
た
。
新
三
本

の
矢
は
、
第
一
の
矢
が
希
望
を
生
み
出

す
強
い
経
済
、
第
二
の
矢
が
夢
を
紡
ぐ

子
育
て
支
援
、
第
三
の
矢
が
安
心
に
つ

な
が
る
社
会
保
障
と
な
っ
て
い
る
。
確

か
に
、「
そ
も
そ
も
の
旧
三
本
の
矢
も

未
完
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
こ
こ
で
新
た

な
矢
な
の
か
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

し
か
し
、
新
三
本
の
矢
は
、
旧
三
本
の

矢
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
安
倍
政
権
下
の
三
年
弱
の
間

に
経
済
は
大
き
く
好
転
し
た
。
た
だ
し
、

中
国
経
済
が
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
、
世
界

経
済
の
先
行
き
も
不
透
明
さ
を
増
す
な

ど
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
こ
の
下
で
個
人
消
費

や
設
備
投
資
な
ど
内
需
の
活
性
化
を
通

じ
て
経
済
成
長
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
い

う
の
が
、
新
し
い
第
一
の
矢
の
役
割
で

あ
る
。

　

今
回
は
、
こ
れ
に
少
子
化
対
策
と
介

護
な
ど
資
源
・
所
得
の
再
分
配
政
策
が

加
わ
っ
た
。
こ
の
二
本
の
矢
は
一
見
す

る
と
経
済
対
策
と
い
う
よ
り
社
会
政
策

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
再
分
配
政
策
を

通
じ
て
子
育
て
層
や
低
所
得
層
を
支
援

す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
所
得
の
増
加
を

通
じ
て
消
費
を
増
加
さ
せ
、
ま
た
人
手

不
足
が
深
刻
化
す
る
下
で
新
た
な
労
働

力
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ

の
意
味
で
、
ま
さ
に
経
済
活
性
化
策
そ

の
も
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
20
年
近
く
続
い
た
デ
フ
レ

の
下
で
、
若
者
が
結
婚
、
妊
娠
、
出
産

し
、
そ
し
て
子
育
て
す
る
た
め
の
経
済

力
が
失
わ
れ
、
結
果
的
に
出
生
率
が
低

下
し
た
。
こ
の
意
味
で
は
経
済
を
良
く

す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
少
子
化
対
策
で

あ
る
。

　

他
方
で
、
日
本
で
こ
の
ま
ま
人
口
減

少
が
続
け
ば
、
労
働
力
不
足
で
潜
在
成

長
率
は
さ
ら
に
低
下
す
る
。
し
か
し
、

逆
に
出
生
率
が
上
昇
し
、
労
働
力
の
減

少
に
歯
止
め
が
掛
か
れ
ば
、
成
長
低
下

の
歯
止
め
に
も
な
る
。
結
婚
や
子
育
て

関
連
需
要
の
喚
起
も
期
待
で
き
る
だ
ろ

う
。
少
子
化
対
策
は
社
会
政
策
で
あ
る

が
、
そ
の
経
済
効
果
も
大
き
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
働
き
手
を
確
保
で
き
れ
ば
、

企
業
の
期
待
成
長
率
の
上
昇
に
も
つ
な

が
り
、
投
資
の
拡
大
も
期
待
で
き
る
。

　

で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
ど
ん
な

政
策
が
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
。
安
倍
政

権
に
な
っ
て
す
で
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
実
施
さ
れ
、
認
定
こ
ど

も
園
や
小
規
模
保
育
事
業
が
強
化
さ
れ

た
。
消
費
税
の
二
度
目
の
引
き
上
げ
は

延
期
さ
れ
た
も
の
の
、
新
制
度
に
必
要

な
予
算
は
取
り
あ
え
ず
確
保
さ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
少
子
化
対
策
は
万
全
と
い

う
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。
幼
児
教

育
無
償
化
を
は
じ
め
、
結
婚
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
を
通
じ
た
一
貫
し
た
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
若
年
層
、
子
育

て
層
の
経
済
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
際
に
も
世
帯
の
状
況
に

応
じ
た
子
育
て
環
境
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
幼
児
教
育
無
償
化
は
一

律
に
で
は
な
く
、
貧
困
世
帯
や
多
子
世

帯
か
ら
着
手
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
様

の
趣
旨
で
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
強

化
も
必
要
だ
。
こ
う
し
た
施
策
は
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
も
な
る
。
貧
困
の
連

鎖
を
食
い
止
め
、
人
的
資
源
の
開
発
、

経
済
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
経
済

政
策
で
あ
る
。

　

貧
困
世
帯
で
は
な
く
て
も
、
共
働
き

世
帯
の
保
育
支
出
の
負
担
は
大
き
い
。

彼
ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
子
育
て
層
や
低
所
得
層
の
暮

ら
し
を
支
え
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
消

費
下
支
え
を
す
る
こ
と
に
も
な
る
わ
け

だ
。

　

こ
う
し
た
政
策
課
題
を
一
挙
に
進
め

る
た
め
に
、
一
億
総
活
躍
担
当
大
臣
が

任
命
さ
れ
た
。
安
倍
政
権
の
意
気
込
み

の
現
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
施
策
を
推

進
し
て
い
く
上
で
最
大
の
課
題
は
財
源

の
捻
出
で
あ
る
。
高
齢
化
の
進
行
に
伴

っ
て
社
会
保
障
給
付
費
は
い
く
ら
あ
っ

て
も
足
り
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
少
子

化
対
策
の
財
源
は
出
て
こ
な
い
。
医
療
・

介
護
関
連
の
歳
出
の
効
率
化
を
進
め
、

そ
の
成
果
の
一
部
を
こ
れ
に
充
て
る
べ

き
で
あ
る
。
さ
ら
に
資
産
課
税
の
在
り

方
の
見
直
し
な
ど
も
進
め
る
べ
き
だ
。

少
子
化
対
策
の
財
源
確
保
に
向
け
た
努

力
を
見
れ
ば
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
臨
む

安
倍
政
権
の
覚
悟
と
本
気
度
が
見
え
て

く
る
。

（
11
月
１
日
執
筆
）

　

 

日
本
総
合
研
究
所

 

理
事
長　

高
橋　

進
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　蒲郡天然温泉 湯の花あじさいでは、最近増加してい
るジョギングやウォーキングの愛好者向けの新サービ
スとして、「ランナーズ＆ウォーカー温泉パック」サー
ビスを開始しました。運動前の着替えでの利用や、荷物
を預けることができ、汗をかいた後には、天然温泉と話
題の泥パック湯のお風呂
で疲れた体をリフレッシ
ュ！周辺の風光明媚なラ
ンニングコースを提案す
るなど、新たなニーズを
捉えての新規顧客開拓が
注目されます。

　変わり種えびせん 是蔵(有限会社石黒商店）では、竹
本油脂株式会社と共同開発した「ごまえびせん」を、平
成27年10月14日より販売開始し
ました。えびのうま味をベースに、
すりごまといりごまをブレンドし、
マルホン胡麻油で練り上げた種を
香ばしく焼き上げ、封を開けた瞬
間、ごまの油が食欲をそそります。

「生産者の顔が見えるおいしい商品
を届けたい」と語る石黒社長の思い
が込められた新たな商品として、今
後の販路開拓が期待されます。

日商PC検定 ( データ活用 ) 2 級

検定試験 合格者の声 ※ 学年表示は受験当時 ( 平成 27 年 8 月実施 ) の学年です。

藤原 圭汰さん 東部小学校 6 年生
あせらず落ち着いてできたから良かった。

髙橋 稜さん 西浦中学校 1 年生
試験は練習よりも難しかったけど、
練習よりもいい点数で合格できて
良かった。

日商PC検定 ( 文書作成 ) 3 級

日商 PC検定 ( 文書作成 ) Basic 級

川瀬 茉由さん
蒲郡中学校 2 年生
合格できてとても安心しました。
次の検定でも、自信を持って受けたいです。

石黒 利奈さん
愛知教育大学附属岡崎中学校 2 年生
知識科目ができるかとても不安だった
けど、合格できたので嬉しかったです。

柴田 洸さん 高校 3 年生
今回は少し不安でしたが、無事合格
できほっとしました。これからも、
もっと上を目指して頑張りたいです。

試験会場：グッドラック教育センター
　　　　　（蒲郡市神明町 2⊖1）

日商PC検定 ( データ活用 ) 3 級
石黒 利奈さん
愛知教育大学附属岡崎中学校 2 年生
ピポットテーブルの使い方が難しかっ
たけど、できて良かったです。

会員ニュース
～ ランナー＆ウォーカーを応援する～
便利・お得な「温泉パック」開始!!

～ 老舗油屋 竹本油脂とうまいもんコラボ～
「ごまえびせん」販売開始!!

所在地:蒲郡市鹿島町浅井新田1番36（クラスポ蒲郡）
TEL:0533-66-4126

所在地 : 蒲郡市三谷町東 4丁目 3
TEL:0533-75-6070　http://www.k-corezo.com

蒲郡天然温泉 湯の花あじさい 変り種えびせん 是蔵 
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◆ 12・1月の商工相談日◆ ◎相談は無料です。担当の都合により、日時を変更する場合もありますので事前にご確認下さい。（TEL：0533-68-7171）

ハローワーク蒲郡からのお知らせ

「容器包装リサイクル制度説明会・個別相談会」のご案内

≪平成28年1月から雇用保険の届出にはマイナンバーの記載が必要となります≫
　マイナンバー制度(社会保障・税番号制度)の導入に伴い、平成28年1月から、雇用保険関係では、被保険者資格
　取得届、資格喪失届などに個人番号を記載し、事業所設置届などに法人番号を記載してハローワークに届け出る
　ことが必要になります。
　※在職者の個人番号については、現在検討中であり、詳細は追ってご案内することとしています。
≪労働保険の成立手続きは、おすみですか？≫
　労働保険(※)は、社員とその家族だけでなく会社も守る保険です。正社員、派遣、パート、アルバイトに限らず、
　ひとりでも雇つたら労働保険に入る。それが、経営者の義務であり責任です。
※「労働保険」とは、労災保険と雇用保険とを総称した名称です。労働者を一人でも雇っていれば、業種・規模の如
　何を問わず労働保険の適用事業となり、事業主は加入手続を行なわなければなりません(農林水産の一部の事業
　は除きます)。
≪雇用の分野で障害者に対する差別が禁止され合理的配慮の提供が義務となります≫
　「障害者雇用の促進等に関する法律」を改正 平成28年4月1日から施行
●雇用の分野での障害者差別を禁止
　募集・採用、賃金、配置、昇進などの雇用に関するあらゆる局面で、障害者であることを理由とした障害のない人
　との不当な差別的取扱いが禁止されます。
●雇用の分野での合理的配慮の提供義務
　募集・採用時、採用後において、障害者に対する合理的配慮の提供が義務となります。
●相談体制の整備、苦情処理・紛争解決の援助
　相談窓口の設置など、障害者からの相談に適切に対応するために必要な体制の整備が義務となります。また、障
　害者からの苦情を自主的に解決することが努力義務となります。

■お問合せ　 豊川公共職業安定所蒲郡出張所　℡0533-67-8609

　家庭で消費される様々な商品に使われる「容器」や「包装」は、多くの素材で製造されています。そのうち、ガ
ラスびん、ＰＥＴボトル、プラスチック製および紙製（飲料用紙パックおよび段ボールを除く）の容器・包装を利
用する“食品・飲料等の製造事業者”、あるいは“容器そのものの製造事業者”、容器包装を利用した商品を販売し
ている“卸・小売事業者”、さらには“商品の輸入業者”の皆様には、「容器包装リサイクル法」（平成１２年４月全
面施行）によって、それら容器包装を再商品化（＝リサイクル）する義務が課せられています。また、義務を怠る
と国（環境省、経済産業省、財務省（国税庁）、厚生労働省、農林水産省）からの指導や法的措置もあるなど、ご留
意をいただきたい事項も多くございます。
　そこで、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会は、今回、名古屋商工会議所、日本商工会議所との共催で、
これら容器包装に関わる事業者の皆様（ただし、同法が規定する小規模事業者は適用外）に、同制度の基礎知識と、
リサイクル義務を果たすための事務手続等について、改めてご理解を賜りたく、説明会・個別相談会を開催いた
します。リサイクル義務を負う事業者の皆様は奮ってご参加をお願いいたします。
○開催時期：平成27年12 月16 日(水) 14：00 ～ 16：00
○場　　所：名古屋商工会議所 5 階 会議室ABC（名古屋市中区栄2-10-19）
○内　　容：説明会 ①容器包装リサイクル制度 ②リサイクル（再商品化）の委託申込手続き等
　　　　　　個別相談（希望者）

■お申込み･お問合せ　名古屋商工会議所（環境・エネルギーグループ　052-223-6748）

法律相談の予約は相談日の2週間前より開始いたします。年金相談は12時〜13時は休憩となります。労働保険、小規模企業共済、経営セーフティ共済等の相談は随時行っています。

相　談
相　談　日

担　当 相　談
相　談　日

担　当
12月 １月 12月 １月

経 営
15日㈫ 19日㈫ 蒲 信 経 営 相

談 セ ン タ ー
中小企業診断士

税 務
8日㈫ 12日㈫ 東 海 税 理 士 会

豊 橋 支 部 10：00〜12：00（予約制）  13：00〜16：00（予約制）

金

融

日 本 政 策
金 融 公 庫
国 民 生 活 事 業

17日㈭ 21日㈭ 日本政策金融公庫
豊 橋 支 店 特 　 　 許 25日㈮

13：00〜16：00 休み 尾 崎 弁 理 士
 10：00〜12：00（予約制）

日本政策金融公庫
中 小 企 業 事 業 随時開催  予約制 日本政策金融公庫

岡 崎 支 店 登 記 測 量 11日㈮
13：00〜16：00 休み 司 法 書 士

土地家屋調査士
愛 知 県 信 用
保 証 協 会

18日㈮ 15日㈮ 愛 知 県 信 用
保 証 協 会
東 三 河 支 店

下 請 取 引
あ っ せ ん 随時開催（予約制）

（ 公 財 ） あ
い ち 産 業
振 興 機 構13：00〜16：00（予約制）

法  　   律
2日㈬ 6日㈬ 

坂 口 弁 護 士 年 　 　 金
10日㈭・24日㈭ 14日㈭・28日㈭

豊橋年金事務所
13：00〜16：00（予約制） 9：30〜15：30
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＜お問合せ先＞岡崎支社 豊橋営業所　　 〒440-0075 豊橋市花田町石塚42-1 TEL 0532-55-8070


